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＜患者様連絡事項＞
・坂　貢様～腰痛の為臨時処方となっていたロキソニン(解熱鎮痛消炎剤)、FK散(建胃消化薬)は本日昼で飲み切り中止となっています。明日の定期よりヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）2T　2×朝夕、FK散(建胃消化薬)3P処方となります。

・市川　真紀子様～風邪症状の訴え継続し聞かれていますが、タバコを控えて頂く様説明するとPL顆粒（総合感冒薬）希望されず本日朝で飲み切り中止となっています。

・曽我　正子様～ベンチ腫の為、スピール膏（皮膚軟化材）処方となります。

・中川原　義雄様～両膝、左下腿の疼痛継続みられ、ナパゲルン軟膏（鎮痛・解熱薬）1本継続処方となっています。

・宮本　建蔵様～頭痛の訴え鎮痛剤服用希望され、安ヶ平Drよりロキソニン(解熱鎮痛消炎剤)3T　3×1　3日分処方して頂いています。

＜注目患者様ケース検討＞

・宮本　建蔵様～体調について｢良くないです。頭の中が痛いです。｣と話し表情に硬さ見られています。プログラムへは拒否なく参加されますが途中退席し自室にて臥床されています。本日、鎮痛剤服用を希望され、主治医不在の為、安ヶ平Drへ報告しロキソニン(解熱鎮痛消炎剤)処方となっています。

　　　　　　　　衝動行為に注意し引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・佐々木　淳様～２）急性湿疹に臀部追加しデルモゾールG軟膏塗布となっています。

・安達　貴浩様～新規で右口角炎、アフタゾロン口腔塗布となっています。

＜定期薬変更者＞

・市川　真紀子様～タスモリン(1) (抗パーキンソン剤) 2T中止となっています。

・小林　満様～フルボキサミン(抗うつ薬)(50)→(25)へ減薬となっています。

・中川原　義雄様～痔痛続いている為、ボラザG軟膏（痔疾患治療薬）1個1×vds臨時薬から定期へ変更となっています。

＜SST評価・検討＞

・Aユニット…川村様の話しがとても長くなってしまい、なかなか話をきる事ができなかった様

子伺えます。

・Aグループ…目標の振り返りについては殆どの方が出来ていると答えています。蛭名様は的外

れの内容を話されている為介入していますが、理解していない様子伺えます。大橋様は拒否され個別にて実施しています。

・Bグループ…面会の場面設定しロールプレイを実施しています。阿部様の会話の内容にまとま

りがなく伝えたい事が分からない為他者よりアドバイスを頂き再度ロールプレイ

を実施しています。

・Cグループ…昼食後ホールで会話をする場面設定でロールプレイを実施しています。全員参加

し、話の内容を決める事でスムーズに行うことできています。

・Dグループ…ハキハキ話すを目標にロールプレイを実施しています。他者から視線を合わせも

う少し大きな声で話せばいいと思うとアドバイスを頂き再度ロールプレイを実施

しています。良いコミュニケーション方法について再度確認しています。

